第２０回　施設処遇検討会議　議事録

H20.8．25　13:30～15:00

青山荘地域交流室

出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・小坂和子・上平ユリ子・原佳伸・青山紗耶香・中村文洋・小笠原嘉紀・三浦理見・馬渡道伸

　　　　出貝梢

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M）

記　録：中村文洋

議題

１：吉田　美奈　様（青明舎登録者様）の処遇について

２：岩織　由美子　様（青山荘入所者様）の処遇について

３：島浦　美千男　様（青山荘入所者様）の処遇について

１：吉田　美奈　様（青明舎登録者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

総括

　中学3年の夏頃から調子を崩し、同年の12月に独語・空笑・不眠等が出現し、発症となっている。

発達段階にあると共に、病気による認知障害も加わって、理解力のなさが認められた。病気の告知と共に、今後の症状や社会性を身につけていく中で、どれだけ病識を確立し、再燃を防止することが重要であるかを、主治医から両親に伝えられている。両親の治療の協力姿勢は熱心であるが、やや病気に関する知識を取り違えている部分もあり、今後も病気についての理解を本人と共に深めていく必要がある。

　中学校は卒業したものの、成績があまり良くなく、知能検査の結果でも軽度の遅滞レベルとなっている。

本人は高校へ行きたいという希望が強くあり、今後高校入試へ向けて頑張りたいと入院中より話していた。

退院後は、通院加療を継続しながら、社会生活を支援し、高校受験にかかわるストレスにもアドバイスが必要と思われる。

　＜現在の生活状況・精神保健福祉サービス利用状況＞

· 日常生活は、自宅にて簡単な家事と勉強を行っている。両親・妹との4人暮らしであるが、両親は共働きの為、日中は1人で過ごしている。精神保健福祉サービスは情報提供しているが、両親がやや抵抗ある様で利用していない。

· 一般就労は困難である為、両親は福祉的就労を希望している。

備考・注意事項

＊　疾病による認知障害も加わり、理解力のなさが認められる。以前入院時に知能検査を行っているが、結果軽度の精神遅滞レベルであった。

＜評価＞

本人が受診を受けていないことから、まずは本人の受診を優先課題と置く。本人受診時に面談を行い、本人の考え・ニーズの抽出ならびに服薬が出来ているかの確認を行う。また、御家族は本人の福祉的就労を希望しているが、御家族が本人の障害をどの程度受容できているか確認する必要がある。

２：岩織　由美子　様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

1 家族関係について(継続)

○家族の障害受容（家族支援）

→介入方法

· 家族面談を実施し、本人に対する家族の思いを聞き出す。

· 家族が望む程度まで本人の能力が向上することは難しいとの現実を伝え、障害受容の必要性を説明する。

· 外泊を通じて段階的に障害受容できるよう、本人との関わり方を検討し、外泊時に実践してもらう。

○外泊について

→介入方法

· 外泊前に本人と外泊中の予定表を作成し、家庭内で本人に役割を持たせ、家族に評価してもらうことで本人の生活に充実感を持たせる。

· 外泊後本人と振り返りを行うことで、良かった点、改善点を明確にし、次回外泊時の役割の向上につなげる。

定期的に職員・家族間で電話等を使い情報のやりとりをし、何らかの課題が見つかった時はその都度検討する。

②　大量に食品を買い込んでしまう。

○食品の買い方

→介入方法

· 大量に食材を購入し、賞味期限が切れてしまうため、デイケアへ通所していない曜日を利用して、よこまちストアへその都度買い物へ行く。

· 食材の量、食材の選び方について、必要があればスタッフと一緒に買い物に出かけ、その都度説明を行っていく。

· 賞味期限切れにも関わらずその物に固執してしまい、その食材を食べている為、その都度説明を行い、本人と一緒に冷蔵庫の整理を行っていく。

同じ食材を大量に購入しており、毎昼食偏った食事を摂っているため、栄養のバランスを説明しながら、必要に応じてスタッフと一緒に調理を行う。

＜評価＞

本人と家族の関係の改善において、御家族による本人の障害受容や本人の行動について評価を行っていただけるよう家族面談を行っていく。また、本人は食材の賞味期限を見ないで購入すること、同一のメニューを摂り続けることがあるので、職員が買い物や食事作りでその都度介入や声掛けを行っていく。

３：島浦　美千男　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　合併症：糖尿病（20単位）・高脂血症

＜問題点＞

1 基本的な保清が出来ない
（部屋・衣類から尿臭がする。）

→介入方法

· 入浴の都度、着替えに準備や入浴後の洗濯が出来ているか、それとなく確認してできていない場合は声掛けをしていく。

· 定期的な面談を通して、自室のチェックを行い寝具等の汚れを観察し、汚れが見られる際は洗濯をして頂く

· 汚れのひどい衣類は本人の了承を得て、廃棄して頂く。また衣類の購入については一人では難しい面がある為、職員が同行し支援する。

②　糖尿病の自己管理
→介入方法

・　当初はおやつの摂取量の多さが見られたが、説明にて改善されている為、今後も健康プログラムで学習して頂き、継続できるよう支援する。

3 　余暇の活用

　（自室で無為に過ごしている事が多い）

→介入方法

· 自室にて長時間臥床されている場合は声かけを行い趣味でもある野球観戦などを促す。

· 個別で市内に同行して購入方法を学習し､図書館､映画館など社会資源を単身でも利用できるよう支援
する。
＜評価＞

支援については、支援なしで出来るところは本人の既存の能力を使っていただくことで、本人の能力の維持を図っていく。また、糖尿病については、今後も健康プログラムを継続していくことで、糖尿病の理解・健康管理を支援していく。本人の余暇の活用に関しては、本人の興味・関心を広げ余暇活動の行動の幅を広げていく。

